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令
和
八
年
度
と
な
り
ま
し
た
。 

桜
の
花
の
咲
く
時
期
も
近
年
ま
す
ま

す
早
く
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
会
報
第
五
号
で
は
令
和
七

年
度
後
期
の
県
自
衛
隊
家
族
会
の
活

動
実
績
を
主
体
に
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
間
の
事
業
活
動
に
ご
参

加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

と
と
も
に
令
和
八
年
度
に
お
き
ま
し 

       

て
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
自
衛
隊
で
は

益
々
厳
し
い
募
集
環
境
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

前
期
で
は
昨
年
度
と
同
様
に
「
広

報
・
募
集
活
動
へ
の
協
力
」
を
重
点

に
事
業
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
際
、
電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
茨
城
地
本
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。 

（
茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
下
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

か
ら
訪
問
で
き
ま
す
。） 

 
 〇
十
月
四
日
（
金
）
勝
田
駐
屯
地
、

殉
職
隊
員
追
悼
式
に
多
数
の
県
下

家
族
会
会
長
が
参
加 

県
自
衛
隊
家
族
会
か
ら
は
、
正
代

県
会
長
を
は
じ
め
、
町
島
水
戸
市
会

長
、
石
井
城
里
町
会
長
、
大
川
茨
城

町
会
長
、
木
間
塚
か
す
み
が
う
ら
市

会
長
、
大
足
筑
西
市
会
長
、
小
野
瀬

那
珂
市
会
長
、
星
田
つ
く
ば
市
会
長
、

吉
成
常
陸
太
田
市
会
長
、
船
橋
龍
ケ

崎
市
会
長
、
小
針
日
立
市
会
長
が
参

列
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
同
伴
と

し
て
、
水
戸
市
か
ら
吉
沢
会
員
、
日

立
太
田
市
か
ら
吉
成
様
、
龍
ヶ
崎
市

か
ら
酒
井
会
員
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

          

追
悼
行
事
は
、
追
悼
式
、
写
真
撮

影
、
会
食
の
順
で
実
施
さ
れ
、
殉
職

隊
員
の
幼
い
ご
子
弟
と
と
も
に
献

花
・
拝
礼
さ
れ
る
ご
遺
族
の
様
子
に

胸
が
痛
み
ま
し
た
。 

会
食
で
は
、
正
代
県
会
長
が
献
杯

の
ご
指
名
を
受
け
、
殉
職
隊
員
の
ご

家
族
と
心
を
共
に
献
杯
を
さ
さ
げ
、

厳
粛
な
追
悼
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

            
〇
十
月
八
日
（
水
）
武
器
学
校
観

月
会
に
県
家
族
会
か
ら
五
名
が
参

加 

県
家
族
会
か
ら
は
正
代
県
会
長
、

星
田
つ
く
ば
市
会
長
、
紙
井
阿
見

町
会
員
、
林
阿
見
町
会
員
、
正
代

県
事
務
局
長
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

観
月
会
は
午
後
六
時
に
始
ま
り
、

主
催
者
の
武
器
学
校
後
援
会
長
の

中
川
様
の
開
始
の
挨
拶
、
佐
藤
学

校
長
の
お
礼
の
挨
拶
、
引
き
続
き

武
器
学
校
の
上
級
幹
部
の
方
々
と

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
武
器
学
校
の

現
況
や
今
年
度
末
に
新
編
さ
れ
る

後
方
支
援
学
校
等
へ
の
変
化
等
に

つ
い
て
和
や
か
に
会
話
（
情
報
交

換
）
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
七

時
三
十
分
に
は
、
土
浦
駐
屯
地
の

霞
ヶ
浦
湖
畔
に
移
動
し
、
参
加
者

全
員
で
満
月
の
月
を
眺
め
、
ひ
と

時
の
幻
想
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し

た
。
最
後
に
は
記
念
写
真
を
撮
り
、

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
解
散
と
な
り

ま
し
た
。 

           

〇
十
月
十
四
日
（
火
）
西
方
総
監
、

鳥
海
様
を
県
会
長
が
表
敬
訪
問
し
、

和
や
か
に
懇
談 

九
州
熊
本
を
訪
れ
る
機
会
が
あ

り
、
熊
本
県
家
族
会
の
光
永
会
長

を
介
し
て
西
部
方
面
総
監
の
鳥
海

様
に
表
敬
訪
問
を
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
快
く
お
受
け
頂
き
ま

し
た
。 

         

鳥
海
様
に
は
今
年
の
県
自
衛
隊

家
族
会
の
総
会
（
懇
親
会
）
に
第

一
師
団
長
と
し
て
ご
出
席
さ
れ
、

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お

礼
の
挨
拶
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 
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〇
十
月
二
十
三
日
（
木
）
古
河
駐
屯

地
司
令
を
表
敬
訪
問 

正
代
県
家
族
会
会
長
が
弥
頭
古
河
駐

屯
地
司
令
を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し

た
。
目
的
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
機

会
に
合
わ
せ
て
の
訪
問
で
は
な
く
、

表
敬
訪
問
を
直
接
の
目
的
と
し
て
司

令
に
お
会
い
し
、
県
下
の
自
衛
隊
及

び
自
衛
隊
隊
員
を
支
援
す
る
県
自
衛

隊
家
族
会
会
長
と
し
て
の
想
い
と
会

活
動
の
現
況
を
ご
説
明
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。 

         

〇
十
一
月
三
日
（
月
）
海
自
横
須
賀

地
方
隊
の
記
念
行
事
に
参
加 

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
の
ご

招
待
に
よ
り
、
正
代
県
自
衛
隊
家
族

会
会
長
が
自
衛
隊
記
念
行
事
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
中
條
神

奈
川
県
会
長
及
び
小
野
山
梨
県
会
長

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
栗
秋
茨
城
地

本
長
と
と 

も
に
和
や 

か
に
懇
談 

す
る
こ
と 

が
で
き
ま 

し
た
。 

〇
令
和
七
年
十
一
月
十
六
日
（
日
）、

か
す
み
が
う
ら
市
「
ふ
れ
あ
い
生
涯

学
習
フ
ェ
ア
」
参
加
の
茨
城
地
本
を

家
族
会
員
が
支
援 

 

か
す
み
が
う
ら
市
で
実
施
さ
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
」
に

茨
城
地
本
の
「
に
ゃ
っ
と
ら
ー
ず
」

が
出
演
さ
れ
、
こ
れ
を
県
家
族
会
か

ら
五
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
（
か
す
み

が
う
ら
市
家
族
会
か
ら
木
間
塚
会
長
、

石
岡
市
家
族
会
か
ら
中
嶋
会
員
ご
夫

妻
、
つ
く
ば
市
家
族
会
か
ら
大
森
会

員
、
阿
見
町
家
族
会
か
ら
関
根
会
員
）

が
ラ
ッ
パ 

ク
イ
ズ
の 

正
解
者
に 

景
品
を
渡 

す
等
の
お 

手
伝
い 

（
支
援
） 

を
行
い
ま 

し
た
。 

 

〇
十
一
月
十
八
日
（
火
）
（
公
社
）

隊
友
会
主
催
の
令
和
七
年
度
「
中
央

防
衛
セ
ミ
ナ
ー
」
に
県
家
族
会
長
が

参
加 市

ヶ
谷
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
実
施
さ
れ
た
、
（
公
社
）
隊
友

会
主
催
の
令
和
七
年
度
中
央
防
衛
セ

ミ
ナ
ー
（
第
五
十
二
回
）
に
正
代
県

家
族
会
会
長
（
事
務
局
長
同
伴
）
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
際
、
国

家
基
本
問
題
研
究
所 

理
事
長 

桜
井

よ
し
こ
氏
が
基
調
講
演
と
し
て
演
題

「
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
、
そ
の
後
、
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
元
陸
上
幕
僚
長 

岩
田
清

文
氏 

及
び 

明
治
大
学
政
治
経
済
学

部 

教
授 

飯
田
泰
之
氏
、
ま
た
、
モ

デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
産
経
新
聞
東
京

編
集
局
編
集
長 

田
北
真
樹
子
氏
が

参
加
さ
れ
、
現
在
の
日
中
関
係
を
中

心
に
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

       

〇
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
勝
田
駐

屯
地
・
施
設
学
校
開
設
七
十
四
周
年

記
念
行
事
に
県
自
衛
隊
家
族
会
が
参

加 

 

勝
田
駐
屯
地
に
お
い
て
「
勝
田
駐

屯
地
・
施
設
学
校
開
設
七
十
四
周
年

記
念
行
事
」
が
行
わ
れ
、
県
自
衛
隊

家
族
会
か
ら
多
数
の
会
員
（
十
二
名
）

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

          

〇
十
二
月
一
日
（
月
）
北
方
領
土
返

還
要
求
中
央
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
参
加 

 

北
方
領
土
返
還
要
求
中
央
ア
ピ
ー

ル
行
進
に
県
家
族
会
か
ら
六
名
（
正

代
県
会
長
、
木
間
塚
か
す
み
が
う
ら

市
会
長
、
酒
井
龍
ヶ
崎
市
副
会
長
、

大
森
つ
く
ば
市
監
事
、
関
根
阿
見
町

理
事
、
正
代
県
事
務
局
長
）
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。 

                    

〇
十
二
月
六
・
七
日
、
百
里
基
地
航

空
祭
に
多
数
の
県
家
族
会
員
が
参
加 

 

百
里
基
地
航
空
祭
が
開
催
さ
れ
、

県
自
衛
隊
家
族
会
か
ら
も
約
二
百
名

の
会
員
が
参
加
し
、
航
空
シ
ョ
ー
を

満
喫
い
た
し
ま
し
た
。 

                 

〇
十
二
月
十
日
（
水
）
土
浦
駐
屯
地

で
の
ヘ
リ
体
験
搭
乗
に
県
家
族
会
か

ら
八
名
が
参
加 

 

土
浦
駐
屯
地
に
て
ヘ
リ
体
験
搭
乗

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
家
族
会
か

ら
八
名
の
会
員
及
び
ご
家
族
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
季
節
が
ら
寒
い
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
空
は
快
晴
に
恵
ま

れ
爽
や
か
な
遊
覧
飛
行
を
楽
し
む
こ

と
が
で 

き
ま
し 

た
。 
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〇
十
二
月
十
一
日
・
十
二
日
、
群
馬

県
自
衛
隊
家
族
会
を
研
修
・
意
見
交

換 

 

県
家
族
会
正
代
会
長
ほ
か
十
二
名

の
会
員
が
群
馬
県
を
訪
れ
、
同
県
家

族
会
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
本
年
、
群
馬
県
家

族
会
が
（
公
社
）
自
衛
隊
家
族
会
会

長
よ
り
「
自
衛
隊
の
募
集
活
動
へ
の

協
力
」
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
表
彰

さ
れ
た
ご
活
躍
の
内
容
に
つ
い
て
情

報
収
集
し
、
我
が
県
家
族
会
の
事
業

活
動
の
資
と
す
る
も
の
で
し
た
。 

                      

                      

〇
一
月
十
五
日
、
令
和
七
年
度
勝
田

駐
屯
地
二
十
歳
の
集
い 

 

勝
田
駐
屯
地
二
十
歳
の
集
い
が
執

り
行
わ
れ
、
正
代
県
家
族
会
長
が
招

待
さ
れ
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
 
 

本
年
は
、
二
十
歳
の
集
い
の
対
象

者
は
五
名
、
多
く
の
隊
員
の
皆
様
に

祝
福
さ
れ
な
が
ら
記
念
撮
影
及
び
記

念
会
食
が
実
施
さ
れ
、
各
々
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
五
名
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
人
生
が
「
良
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

幸
せ
に
満
ち
た
日
々
」
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

               

〇
一
月
十
六
日
、
令
和7

年
度
土
浦

駐
屯
地
二
十
歳
の
集
い 

土
浦
駐
屯
地
二
十
歳
の
集
い
が
執

り
行
わ
れ
、
正
代
県
家
族
会
長
が
招

待
さ
れ
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

本
年
は
、
二
十
歳
の
集
い
の
対
象
者

は
六
名
、
多
く
の
隊
員
の
皆
様
に
祝

福
さ
れ
な
が
ら
記
念
撮
影
及
び
記
念

会
食
が
実
施
さ
れ
、 

          
各
々
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
六
名
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

人
生
が
「
良
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

幸
せ
に
満
ち
た
日
々
」
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

               

〇
一
月
十
六
日
（
金
）、
百
里
基
地

新
春
賀
詞
交
歓
会 

百
里
基
地
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
執

り
行
わ
れ
、
正
代
県
家
族
会
長
が
招

待
さ
れ
、
多
く
の
ご
参
会
の
皆
様
と

共
に
新
春
を
祝
い
ま
し
た
。 

         

〇
一
月
十
八
日
（
日
）、
自
衛
隊
い

ば
ら
き
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

茨
城
県
防
衛
協
会
主
催
（
自
衛
隊

茨
城
地
方
協
力
本
部
協
力
）
に
よ
る

「
自
衛
隊
い
ば
ら
き
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

家
族
会
か
ら
は
、
正
代
県
会
長
以
下

約
三
十
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
第
一
師
団
音
楽
隊
の
演
奏
を
満

喫
い
た
し
ま
し
た
。 
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〇
二
月
二
日
（
月
）
武
器
教
導
隊
の

中
隊
対
抗
持
続
走
競
技
会
を
激
励 

武
器
教
導
隊
の
ご
招
待
に
よ
る
中

隊
対
抗
持
続
走
競
技
会
を
視
察
・
激

励
し
て
参
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

正
代
県
家
族
会
長
（
兼
阿
見
町
家
族

会
長
）
、
か
す
み
が
う
ら
市
か
ら
木

間
塚
会
長
、
龍
ヶ
崎
市
か
ら
酒
井
副

会
長
、
つ
く
ば
市
か
ら
大
森
監
事
、

阿
見
町
か
ら
高
橋
県
監
事
、
石
岡
市

か
ら
中
嶋
会
員
、
阿
見
町
か
ら
豊
島

会
員
、
水
戸
市
か
ら
川
崎
会
員
、
正

代
県
事
務
局
長
の
計
九
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。 

                     

〇
二
月
七
日
（
土
）
北
方
領
土
返
還

要
求
全
国
大
会
に
県
会
長
以
下
五
名

が
参
加 

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
が

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
棟
ホ
ー
ル

に
て
実
施
さ
れ
、
県
家
族
会
か
ら
五

名
（
正
代
県
会
長
、
酒
井
龍
ヶ
崎
市

副
会
長
、
大
森
つ
く
ば
市
監
事
、
関

根
阿
見
町
理
事
、
正
代
県
事
務
局
長
）

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

                        

〇
二
月
十
一
日
（
祝
・
水
）
施
設
学

校
音
楽
隊
第
三
十
四
回
定
期
演
奏
会

を
鑑
賞
・
激
励 

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
に
て
施

設
学
校
第
三
十
四
回
定
期
演
奏
会
が

実
施
さ
れ
、
県
自
衛
隊
家
族
会
か
ら

多
く
の
会
員
が
参
加
し
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
会
を
鑑
賞
・
激
励
い
た
し
ま

し
た
。
先
ず
、
開
場
後
間
も
な
い
十

三
時
三
十
分
頃
に
音
楽
隊
の
控
室
に

て
正
代
県
会
長
が
松
本
音
楽
隊
長
に

花
束
を
贈
呈
し
第
三
十
四
回
定
期
演

奏
会
の
開
催
を
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。 

                      

〇
二
月
十
五
日
（
日
）
筑
西
事
務
所

で
の
入
隊
説
明
会
を
支
援 

茨
城
地
本
筑
西
地
域
事
務
所
に
お

い
て
入
隊
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
所

長
の
ご
厚
意
に
よ
り
県
家
族
会
の
入

会
説
明
会
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
県
家
族
会
か
ら
は
つ
く
ば

市
家
族
会
大
森
監
事
及
び
阿
見
町
家

族
会
関
根
理
事
が
代
表
し
て
、
入
隊

者
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
対
し
入
会

説
明
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

が
初
め
て
の
説
明
担
当
と
あ
っ
て
事

前
準
備
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ご
家

族
に
家
族
会
の
設
立
主
旨
、
活
動
目

的
・
入
会
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
理

解
し
て
頂
き
、
立
派
な
説
明
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
正
代
県
会
長
も

現
場
に
駆
け
付
け
、
入
会
説
明
会
後

の
質
疑
応
答
を
支
援
し
、
連
携
宜
し

く
即
日
入
会
す
る
ご
家
族
も
お
ら
れ
、

成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

              

〇
二
月
二
十
一
日
（
土
）
武
器
学
校

感
謝
の
集
い 

武
器
学
校
の
廃
止
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
武
器
学
校
の
発
展
に
携
わ
っ
た

皆
さ
ん
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
等
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
込
め
て
、「
武
器
学
校
感
謝
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
自
衛

隊
家
族
会
か
ら
は
正
代
県
会
長
が
招

待
さ
れ
、
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

主
要
な
招
待
者
に
は
自
衛
隊
陸
幕

武
器
化
学
課
長
、
歴
代
学
校
長
、
中

川
武
校
後
援
会
長
、
六
車
武
校
Ｏ
Ｂ

会
会
長
、
長
島
県
隊
友
会
会
長
、
近

隣
の
市
町
村
長
等
の
方
々
が
参
加
さ

れ
て
お
り
ま
し
た 
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〇
二
月
二
十
二
日
（
日
）
東
部
方
面

隊
創
立
六
十
六
周
年
記
念
行
事 

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
に
て
東

部
方
面
隊
創
立
六
十
六
周
年
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
、
県
家
族
会
か
ら
正

代
県
家
族
会
会
長
が
招
待
さ
れ
、
参

加
致
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
歴
代
方

面
総
監
、
近
隣
の
部
隊
長
、
自
衛
隊

協
力
企
業
、
近
隣
の
区
長
等
の
方
々

の
ほ
か
隣
県
の
家
族
会
長
等
が
招
待

さ
れ
、
盛
会
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
各
駐
屯
地
司
令
・
栗
秋

地
本
長
等
が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。 

                     

〇
二
月
二
十
七
日
令
和
七
年
度
県
自

衛
隊
家
族
会
「
理
事
会
」
を
開
催 

茨
城
地
方
協
力
本
部
の
会
議
室
に

お
い
て
、
令
和
七
年
度
茨
城
県
自
衛

隊
家
族
会
の
「
理
事
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
理
事
・

監
事
の
総
数
二
十
四
名
の
う
ち
十
七

名
が
出
席
し
、
会
則
第
十
六
条
の
規

定
を
満
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
水
戸
駅
近
傍
に
徒
歩
に

て
移
動
し
、
参
加
者
二
十
二
名
（
家

族
会
十
九
名
、
地
本
三
名
）
に
よ
る

懇
親
会
を
実
施
し
、
和
や
か
に
融

和
・
団
結
を
図
り
ま
し
た
。 

                     

             

〇
三
月
八
日
（
日
）
茨
城
県
家
族

会
へ
の
入
会
説
明
を
実
施 

ザ
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館
に
て

「
令
和
七
年
度
自
衛
隊
入
隊
・
入
校

予
定
者
激
励
会
」
が
茨
城
県
防
衛
協

会
の
主
催
に
よ
り
下
記
の
時
程
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
協
賛
の
県
自
衛
隊

家
族
会
は
同
協
会
か
ら
時
間
を
頂
き

「
県
家
族
会
会
長
に
よ
る
入
会
説
明
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
県
家
族
会
か
ら

は
、
正
代
県
会
長
の
ほ
か
、
十
六
名

の
会
員
等
（
小
針
日
立
市
会
長
、
吉

成
常
陸
太
田
市
会
長
ご
夫
妻
、
石
井

城
里
町
会
長
ご
夫
妻
、
木
間
塚
か
す

み
が
う
ら
市
会
長
、
須
藤
県
理
事
、

吉
沢
水
戸
市
副
会
長
、
矢
崎
水
戸
市

副
会
長
、
酒
井
龍
ヶ
崎
市
副
会
長
、

大
森
つ
く
ば
市
監
事
、
関
根
阿
見
町

理
事
、
樫
村
日
立
市
会
員
、
中
島
石

岡
市
会
員
、
豊
島
阿
見
町
会
員
、
正

代
県
事
務
局
長
）
が
応
援
に
駆
け
付

け
ま
し
た
。 

                                   

             〇
三
月
二
十
八
日
（
土
）
後
方
支
援

学
校
武
器
科
部
新
編
行
事
（
観
桜
会

食
）
に
参
加 

土
浦
駐
屯
地
に
て
昭
和
二
十
七
年

か
ら
こ
れ
ま
で
武
器
職
種
の
メ
ッ
カ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
武
器
学

校
」
が
廃
止
さ
れ
、
こ
の
度
「
後
方

支
援
学
校
武
器
科
部
」
と
し
て
新
た

に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

教
導
隊
の
常
陸
陣
太
鼓
で
祝
賀
演
奏

を
行
い
、
次
に
武
器
科
部
の
看
板
の

除
幕
式
、
記
念
植
樹
、
引
き
続
き
祝

賀
を
兼
ね
た
観
桜
会
食
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
県
自
衛
隊
家
族
会
か
ら
は

招
待
者
枠
十
名
を
い
た
だ
き
、
県
会

長
ほ
か
市
会
議
員
等
他
の
肩
書
で
参

加
さ
れ
た
方
を
含
め
計
約20

名
の
会

員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

植
樹
式
で
は
武
器
科
部
長
等
の
植

樹
の
後
、
ご
厚
意
に
よ
り
県
家
族
会

会
員
も
記
念
植
樹
を
行
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
観
桜
会
食
場
に
は
県
家
族
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会
用
の
特
別
テ
ー
ブ
ル
が
準
備
さ
れ
、

椅
子
席
に
て
和
や
か
に
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
美
酒
・
美
食
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

                               

〇
三
月
三
十
日
（
月
）
茨
城
地
本
土

浦
地
域
事
務
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン 

茨
城
地
本
土
浦
地
域
事
務
所
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
栗
秋
自

衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
長
ほ
か
主

要
な
協
力
団
体
の
代
表
者
（
正
代
県

家
族
会
長
を
含
む
。
）
が
参
加
さ
れ
、

厳
粛
か
つ
愉
快
な
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な

り
ま
し
た
。 

                         

編
集
者 

県
事
務
局
長 

正
代
藤
倫
： 

fujinorihatsuyoshodai@gmail.com 

 

賛
助
会
員
（
法
人
） 

ロ
イ
ヤ
ル
化
粧
品
株
式
会
社 

昭
和
金
属
工
業
株
式
会
社 

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸 

ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ
ガ
ー
デ
ン
水
戸 

株
式
会
社
リ
ペ
イ
ン
ト
ワ
ン 

株
式
会
社
イ
ー
ス
ト
ワ
ン 

合
資
会
社
薄
井
電
機
製
作
所 

賛
助
会
員
（
個
人
）
敬
称
略 

正
代 
初
代 

 

正
代 

藤
倫 

 

木
間
塚 

仙
子 

 
小
針 

靖
晃 

髙
橋 

 

將 
   

大
森 
幸
代 

関
根 

恵
美   

須
藤  
賢
一 

須
藤  

志
保 

  

松
瀬 

咲 

吉
沢 

真
紀
子 

 

酒
井 

あ
か
ね 

茨城県自衛隊家族会 
HP QRコード 

ロ ゴ 会 旗 

mailto:fujinorihatsuyoshodai@gmail.com

